


























































































































義された三角比は，0°≦  θ≦  90°の場合におい










このとき上図は，領域D’（0°≦  θ ≦360°）
の場合において，新しい座標における定義は，領域







































































































































































































































x2 − 6x +10 = 0
x = 3± 9 −10





















































x = 3± −1を
形式的に 
€ 
x = 3± iと表記できるが，そうするので
あれば，「 D＜0⇔解なし」のままであってはなら
ない。ここで，新しく D∈Rと定義し，「解法」
を検討すれば，
 D＞0⇔二つの異なる解
 D＝0⇔重解
 D＜0⇔二つの異なる解
とすることができ，「 D＝0⇔重解」を含めれば，
Cにおいて，2次方程式 から，常に2つの解ｘ=α，
βを求められることが保証された。解集合は，複素
数の集合へ拡大されたといえる。このことは，複素
数が数学的に数としての資格を与えられることを意
味しているのではなく，複素数の集合を用意するこ
とが認められることを意味している。しかし，子ど
もの意識において，異なる論議領域における「解法」
は，それぞれ独立した状態におかれているはずであ
る。拡張を達成するためには，これらの独立した
「解法」の統合が必要であり，活動3が要請される。
さらに，活動4において「統合」とは，新しい「解
法」で既存の「解法」を説明することによって，解
をそれぞれ実数解，虚数解として決め直すことを意
味する。
 D＞0⇔二つの異なる実数解
 D＝0⇔重解
 D＜0⇔二つの異なる虚数解
以上の活動を経て，拡張が達成されると考える。
本研究で問題とした数概念の拡張との関係から言
えば，かけ算の意味の拡張では，算数の指導内容と
して，生活基盤から教育的意義を捉え，小数を学習
した後に演算の意味の拡張を位置付けるという方向
を示している。一方で，当該事例は，2次方程式の
解法の拡張を通して，複素数導入の数学的手続き
（演算の可能性や大小関係など）を位置付けるもの
であり，意味の拡張の場合とは異なる方向を示して
いる。
Ⅳ　．研究の結果
本研究は，拡張固有の意義を数学的，教育的に捉
え，その意義を生かした学習指導指針を提案した。
拡張の意義を数学的，教育的に捉えるために，科学
としての数学における拡張の機能を理論体系の発展
を中心に拡張的修正という視点から議論し，それを
数学教育に導入するにあたり，中島氏の立場から拡
張を統合の形式として捉えることについて述べた。
このようにして明らかになった拡張は，数学学習に
おいてその契機の獲得によって子どもの活動に本質
的に反映され，この立場から拡張場面の学習指導の
あり方を２つの事例を取り上げて提案した。
残された主な課題として，事例考察から明らかに
なった拡張の方向性の相異がどこに由来して生じて
いるかということ，そして，既有の概念を新しい概
念に統合した後の子どもの実態を究明することがあ
げられる。
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